
“
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ“
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
運
動
が

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
諄
重
し
つ
つ
網
の
目
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク）
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

ー 。

県
婦
人
課
で
発
行
し
て
い
る
本
誌
「

ね
っ
と
わ
あ

く」
も
女
性
た
ち
が
手
を
つ
な
い
で
連
帯
の
論
を
広

げ
て
い
こ
う
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
の
命
名
で
あ

る 。

昭
和
五
十
七
年
の
創
刊
か
ら
毎
年
公
券
の
五
人

の
女
性
編
集
員
の
協
力
を
得
て
の
行
政
の
梢
報
誌
作

り
は
他
県
で
も
あ
ま
り
例
を
見
ず 、
日
本
全
国
四
七

都
道
府
県
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
言
え
る 。

（
ち
な
み
に
全
都
道
府
県
で
婦
人
情
報
誌
を
出
し
て

い
る
数
は
四
三 。）

世
の
中 、
三
化
時
代
と
言
わ
れ 、

高
齢
化
・

国
際

化
・

情
報
化
と
こ
の
三
つ
の
「

化」
に
如
何
に
対
応

す
る
か
で 、

生
き
方
が
途
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
る 。

梢
報
に
関
し
て
言
え
ば 、
私
達
を
と
り
ま
く
お
ぴ
た

だ
し
い
数
の
情
報
の
中
か
ら 、

自
分
に
と
っ
て
本
当

に
必
要
な
梢
報
を
取
捨
選
択
す
る
能
力
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
し 、
又 、

本
当
に
自
分
の
欲
し
い
情
報
を

手
に
入
れ
る
手
だ
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る 。

例
え

ば
梢
報
を
得
る
た
め
の
情
報 。

手
は
じ
め
に 、

静
岡

県
下
で
女
性
の
た
め
の
情
報
誌
が
ど
れ
位
出
て
い
る

の
か 、

各
市
町
村 、

新
聞
に
協
力
を
お
顧
い
し
て
調

査
を
行
っ
た 。

実
施
に
あ
た
っ
て
の
選
定
基
準
は ‘

-
、

女
性
だ
け
で
作
る 。
又
は ‘

女
性
の
為
に
作
ら

れ
た
梢
報
誌
で
あ
る
こ
と 。

一
、

発
行
主
体
は
公
的
機
関・
民
間
を
問
わ
な
い 。

-
、

有
科・
無
料
を
問
わ
な
い 。

一
、

定
期
或
い
は
不
定
期
で
も
継
続
し
て
発
行
さ
れ

て
い
る
も
の 。

以
上
四
つ 。

集
ま
っ
た
情
報
の
大
き
な
流
れ
のー
つ
は 、
「

誌」
で

は
な
く「
紙」
で
あ
る
が 、

各
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

今、

情
報
誌
が
お
も
し
ろ
じ

ネ
ッ
ト
ワ
）
キ‘
％
グ

ね
っ
と
わ
ぁ
<

姉人静岡
__ H.,,_ 

⑥
 

県
東
部
振
興
セ
ン
タ
ー

コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
プ

創
刊

五
0
0
円

＾
冠
8
二
0
ー

ニ
0
0
四

⑥
 

女
性
談
話
室
し
ず
お
か

代
表

寺
田
悧
子

年
三
回
発
行

三
八
0
円

〈O
庶宅〉
四
五
ー

五―-＿
八

④
 

グ
ロ
ー

パ
ル
文
化
交
流
協
会

ド
ア
ド
ア
編
集
室

年
三
回
発
行
一
五
0
円

Ô五
免〉
八
七
ー一

四
七
四

④
 

草
の
指
輪
編
集
部

代
表

平
井
和
子

創
刊

四
百
円

A0
禄^
＞
七
ニ
ー

六
七
二
八

④
 

静
岡
地
域
婦
人
団
体
連
絡
会

年
l一
回
発
行
一
五
0
円

0̂
遥一〉
五
ニ
ー

0
六一
―

藷
B

。
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